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東
京
の
喧
騒
を
離
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
混
沌
に
身
を

置
い
て
、
早
3
年
。
こ
の

夏
、
米
国
の
内
科
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
を
修
了
す
る
に
当
た

り
、
2
年
連
続
『
ベ
ス
ト
レ

ジ
デ
ン
ト
』
と
し
て
表
彰
さ

れ
る
栄
誉
に
預
か
っ
た
。

　

医
学
部
で
も
初
期
研
修
で

も
、
優
秀
な
上
、
努
力
家
で

志
の
高
い
、
素
晴
ら
し
い
先

輩
・
同
僚
に
囲
ま
れ
切
磋
琢

磨
し
た
こ
と
が
、
私
が
ア
メ

リ
カ
で
戦
っ
て
い
く
基
盤
と

な
っ
た
。
初
期
研
修
後
に
渡

米
し
、
文
字
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
嚢
胞
性
線
維

症
や
鎌
状
赤
血
球
、
ヘ
ロ
イ

ン
・
コ
カ
イ
ン
の
ド
ラ
ッ
グ

中
毒
者
な
ど
、
日
々
、
想
像

を
超
え
る
多
種
多
様
な
患
者

さ
ん
の
診
療
に
あ
た
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
マ
シ
ン

ガ
ン
の
よ
う
な
英
語
に
圧
倒

さ
れ
つ
つ
も
、
毎
日
が
新
し

い
学
び
に
溢
れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
高
額
す
ぎ
る
医
療

費
な
ど
保
険
シ
ス
テ
ム
の
破

綻
の
み
な
ら
ず
、
専
門
性
を

追
求
す
る
あ
ま
り
に
過
度
に

細
分
化
さ
れ
た
医
療
対
価
の

代
償
を
患
者
さ
ん
が
払
う
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
守
ら
れ

た
労
働
環
境
の
反
面
で
シ
フ

ト
制
勤
務
に
よ
る
責
任
感
・

達
成
感
の
軽
薄
化
な
ど
、
日

本
と
は
全
く
正
反
対
の
課
題

が
浮
上
し
て
い
る
の
は
興
味

深
い
現
実
だ
っ
た
。

　

シ
ャ
イ
で
ア
ピ
ー
ル
下
手

な
日
本
人
は
海
外
で
評
価
さ

れ
づ
ら
い
。
し
か
し
、
こ
の

た
び
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

肌
の
色
も
、
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
も
、
何
も
か
も
が
異
な

る
よ
う
な
異
国
の
地
で
も
、

目
の
前
の
仕
事
に
真
摯
に
取

り
組
む
態
度
、
日
本
人
特
有

の
生
真
面
目
さ
・
き
め
細
や

か
な
丁
寧
さ
は
き
ち
ん
と
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
再
認
識
で

き
、
心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
人

に
負
け
な
い
よ
う
、
語
学
力

も
学
生
時
代
か
ら
人
一
倍
力

を
入
れ
て
き
た
自
負
は
あ

る
。
し
か
し
、
同
僚
た
ち
に

最
も
評
価
さ
れ
た
の
は
、
英

語
の
発
音
の
良
さ
で
は
な

く
、
日
々
心
を
込
め
て
患
者

さ
ん
に
向
き
合
っ
て
い
る
姿

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

日
本
を
外
か
ら
見
て
、
日

本
、
そ
し
て
日
本
の
医
療
者

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
改

め
て
感
じ
る
が
、
世
界
一
の

少
子
高
齢
化
社
会
で
あ
る
本

国
は
課
題
が
山
積
み
だ
。
是

非
、
慶
應
の
同
僚
や
後
輩
に

は
、
知
見
や
視
野
を
広
げ
る

た
め
に
も
勇
気
を
持
っ
て
海

外
に
飛
び
出
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

（
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科

大
学
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）　

�

百
武
美
沙　

93
回
）

次
の
１
０
０
年
を
先
導
す
る

最
高
学
府
の
構
築

天
谷 

雅
行（
64
回
）

医
学
部
長

病
院
長
再
任
の
ご
挨
拶北

川 

雄
光（
65
回
）

医
学
研
究
科
委
員
長
を

拝
命
し
ま
し
て

岡
野 

栄
之（
62
回
）

医学部・病院・医学研究科 新執行部発足

医学研究科委員長補佐
（博士課程）
病理学教室教授

金井 弥栄（68回）

医学研究科委員長

生理学教室教授
岡野 栄之（62回）

医学部長補佐
（研究・学部連携担当）
衛生学公衆衛生学教室教授
武林 　亨（68回）

医学部長補佐
（国際連携担当）
薬理学教室教授

安井 正人（68回）

副病院長

小児科学教室教授
長谷川奉延（63相当）

病院長補佐

精神・神経科学教室准教授
藤澤 大介（77回）

副病院長
（医療連携推進、病床稼動管理、働
き方改革、病院機能評価担当）

泌尿器科学教室教授
大家 基嗣（66回）

病院長補佐

内科学（呼吸器）教室教授
福永 興壱（73回）

副病院長

整形外科学教室教授
松本 守雄（65回）

副病院長
（病院運営（外来）、患者サービ
ス、広報、卒後教育担当）

精神・神経科学教室教授
三村 　將（63回）

副病院長

放射線科学教室教授
陣崎 雅弘（66回）

副病院長

先端医科学研究所 遺伝子制御研究部門教授
佐谷 秀行（60相当）

医学部長補佐
（教育・大学院連携担当）
医学教育統轄センター教授
門川　俊明（70回）

医学研究科委員長補佐
（修士課程）

臨床遺伝学センター教授
小崎健次郎（68回）

医学部長補佐
（総務・倫理担当）
病理学教室教授

坂元 亨宇（64回）

医学部長補佐
（診療・医学部病院連携担当）

金井 隆典（67回）
内科学（消化器）教室教授

医学部長
皮膚科学教室教授

天谷 雅行（64回）

医学部長補佐
（産学連携・広報担当）
整形外科学教室教授
中村 雅也（66回）

病院長
外科学（一般・消化器）教室

教授

北川 雄光（65回）
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　新病院棟１号館の完成を記念して多大なご貢
献を頂きました個人・団体・法人を顕彰し、１
階ホスピタルモールに銘板が2019年３月に設置
されました。募金活動は当初、慶應義塾創立
150年記念事業募金として2005年から５年間に
わたる募金活動が行われましたが、その後に
2013年より医学部創立100年記念新病院棟建設
事業募金として改めて開始された経緯がありま
す。150年記念事業募金につきましては、すでに
三田・日吉キャンパス内に銘板が設置されてお
ります。しかし全募金期間を通して新病院棟建
設に対する多大なご貢献を賜りましたが、既に
設置された信濃町の銘板に掲出されておられな
い方々に対して、心からの感謝の意を表し、三
四会が新たな銘板を作成して信濃町（三四会内）
に顕彰することにいたしました。現在確認の作
業のためのご案内をお送りしております。内容
をご確認の上、ご返送をお願い申し上げます。

� 慶應義塾大学医学部三四会
� 新病院棟建設募金事務局　
� お問合せ先　TEL／FAX  03-3356-5568
� （電話受付：平日10:00～16:00）

三四会新病院棟建設協力者銘板のお知らせ

　

本
年
10
月
１
日
よ
り
、
２

年
間
の
任
期
で
、
医
学
部
長

を
再
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
開
設
１
０
０

年
を
迎
え
た
医
学
部
が
、
次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
さ
ら

に
強
く
な
る
基
盤
を
整
備
、

構
築
し
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
大
き
な
使
命
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
医
学
部
執
行
部
の
基
本

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
塾
・
医

学
部
・
病
院
一
体
と
な
る
社

中
協
力
」
と
「
教
育
改
革
」

で
す
。
念
願
の
新
病
院
棟
１

号
館
が
開
院
し
、
私
た
ち
は

最
新
の
設
備
と
最
適
な
環
境

で
診
療
活
動
を
展
開
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
新
病
院
棟
建
設
後
に
好

転
が
期
待
さ
れ
て
い
た
財
務

状
況
は
、
厳
し
い
現
実
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
増

税
、
働
き
方
改
革
、
そ
の
上

に
減
価
償
却
が
重
な
り
、
大

幅
な
赤
字
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
に
あ
ろ
う
と
も
、
医
学
部

は
慶
應
義
塾
を
牽
引
し
、
新

し
い
知
を
創
成
し
、
世
界
に

情
報
を
発
信
し
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
竹
内
勤
常

任
理
事
、
北
川
雄
光
病
院
長

と
情
報
を
共
有
し
、
こ
の
困

難
な
局
面
を
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
て
行
き
ま
す
。

　

組
織
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
要
素
は
「
人
」
で
あ
り
、

「
人
を
育
て
る
」
こ
と
が
医

学
部
の
次
の
１
０
０
年
に
向

け
て
最
も
重
要
な
使
命
で

す
。
過
去
２
年
間
、
教
授

会
、
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
で
の
皆
さ
ん
と
の
活
発
な

議
論
を
経
た
「
教
育
改
革
」

は
、
い
よ
い
よ
実
行
の
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
歩
み
を
進
め
ま

す
。
多
様
性
を
重
視
し
、
伸

び
た
い
学
生
を
伸
ば
す
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
実
現
へ
向
け

て
、
日
吉
、
信
濃
町
が
一
体

と
な
っ
て
前
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
学
環
境
の
抜
本
的

改
善
を
図
る
教
育
棟
建
設
に

向
け
て
、
戦
略
を
持
っ
て
計

画
を
立
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進

化
し
、
基
礎
系
学
問
分
野
は

よ
り
一
層
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
流
動
性
の
あ
る
学

問
の
発
展
に
沿
っ
て
、
あ
る

い
は
、
学
問
の
進
化
に
先
ん

じ
て
、新
領
域
を
見
極
め
、臨

床
医
学
教
室
と
連
携
し
、
学

生
教
育
に
深
く
関
わ
り
、「
人

を
育
て
る
」
基
礎
医
学
教
室

の
開
設
、
新
学
術
領
域
の
開

拓
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　

新
医
学
部
執
行
部
は
、
学

部
長
補
佐
の
方
々
と
一
枚
岩

と
な
り
、
医
学
部
長
１
期
目

で
手
が
け
た
施
策
を
具
現

化
、
実
装
す
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
２
０
１
９
年
10

月
１
日
よ
り
２
期
目
の
大
学

病
院
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た

こ
と
、
大
変
光
栄
に
存
じ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
新
病
院
棟
１
号
館

へ
の
移
転
が
無
事
完
了
し
、

現
在
は
初
診
・
新
入
院
患
者

数
、
延
外
来
・
入
院
患
者

数
、
病
床
稼
働
率
、
医
療
収

入
な
ど
医
療
活
動
諸
指
標
が

か
つ
て
な
い
高
水
準
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
こ
と
、
病
院

教
職
員
、
三
四
会
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
医
療
連

携
強
化
・
病
床
稼
動
向
上
委

員
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
教
職
員
の
皆
様
が
病
院

全
体
や
各
部
門
の
動
向
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
て
様

々
な
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ

っ
た
結
果
が
明
確
に
現
れ
た

も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。し
か
し
、病
床
稼
働
率
が

か
つ
て
な
い
高
水
準
を
維
持

し
て
い
る
今
こ
そ
危
機
管
理

体
制
の
強
化
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
医
療

安
全
強
化
・
患
者
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
対
す
る
不
断
の
努
力

を
怠
ら
ず
、
患
者
さ
ん
中
心

の
安
心
、
安
全
な
医
療
を
堅

持
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
上

で
高
度
な
医
療
を
提
供
し
、

新
し
い
医
療
を
開
発
し
な
が

ら
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ホ
ス
ピ

タ
ル
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
こ
と
で
、
多
く
の
患
者
さ

ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
２
月
に
は
全

国
11
施
設
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
中
核
病
院
に
認
定
さ
れ
、

２
０
１
９
年
４
月
に
は
全
国

で
14
施
設
の
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
（
高
度
型
）

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
、
再
生
医
療
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
や
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
駆
使
し

た
最
先
端
手
術
、
免
疫
難
病

・
が
ん
関
連
新
薬
を
用
い
た

最
新
医
療
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
患

者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
だ

け
で
な
く
、
未
来
を
担
う
若

手
医
療
者
のmotivation

を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
こ
う
し
た
高
度
な

機
能
を
支
援
す
る
臨
床
研
究

推
進
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強

化
、
臨
床
研
究
監
理
セ
ン
タ

ー
の
新
設
に
よ
る
監
理
・
教

育
体
制
の
整
備
に
よ
り
、
教

職
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
新

た
な
挑
戦
に
取
り
組
め
る
環

境
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

昨
年
、
医
師
の
勤
務
時
間
管

理
に
基
づ
く
診
療
エ
キ
ス
ト

ラ
手
当
の
支
給
を
開
始
し
た

こ
と
に
よ
り
若
手
医
師
の
激

務
に
少
し
で
も
報
い
、
適
正

な
労
務
管
理
を
行
う
た
め
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
教
職

員
の
健
康
を
守
り
、
勤
労
に

報
い
る
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に

整
え
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
特
定
機
能
病
院
と

し
て
の
機
能
強
化
や
臨
床
研

究
管
理
体
制
の
厳
格
化
は
教

職
員
、
特
に
医
師
の
事
務
作

業
負
担
増
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
様
々
な
運
用
ル

ー
ル
を
効
率
化
し
、
適
切
な

タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。
２
０
１
８
年
10
月

に
は
内
閣
府
よ
り
全
国
４
施

設
の
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
デ

ル
病
院
に
選
定
さ
れ
、
現
在

そ
の
一
環
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
の
効
率
化
、
自
動
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教

職
員
の
皆
様
が
肉
体
的
に

も
、
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
を

持
っ
て
患
者
さ
ん
に
接
し
、

本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
参
り
ま

す
。

　

今
回
の
病
院
長
再
任
に
際

し
ま
し
て
は
、
全
力
で
担
当

分
野
に
注
力
し
て
下
さ
っ
て

い
る
６
人
の
副
病
院
長
に
は

皆
様
再
任
を
お
願
い
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
将
来
病
院
運

営
を
支
え
て
く
れ
る
次
の
世

代
の
人
材
を
育
成
す
る
目
的

も
含
め
て
福
永
興
壱
教
授

（
医
師
労
務
管
理
・
働
き
方

改
革
担
当
）、
藤
澤
大
介
准

教
授
（
医
療
安
全
、
病
院
機

能
評
価
担
当
）
に
病
院
長
補

佐
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、

現
場
感
覚
で
大
き
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
医
学
部

・
病
院
の
次
の
１
０
０
年
に

向
か
っ
て
、
真
の
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
の

未
来
像
を
現
実
の
も
の
に
す

る
た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
令
和
元
年
10
月
１

日
よ
り
、
医
学
研
究
科
委
員

長
を
拝
命
し
た
岡
野
栄
之
で

あ
り
ま
す
。
重
任
で
あ
り
ま

す
が
、
ま
た
新
た
な
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

博
士
課
程
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
５
専
攻
制

か
ら
２
専
攻
制
へ
の
改
組
を

経
て
、
入
学
充
足
率
の
劇
的

な
向
上
、
１
学
年
あ
た
り
68

名
か
ら
80
名
へ
の
定
員
の
増

員
、
学
費
の
値
下
げ
な
ど
の

改
革
を
行
い
、
現
在
で
は
春

・
秋
い
ず
れ
の
学
位
授
与
式

に
お
け
る
博
士
の
学
位
授
与

数
も
最
も
多
い
学
内
最
大
の

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
履
修
内
容
審
査
報
告
の

チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
導
入
、
履

修
内
容
審
査
及
び
学
位
審
査

時
に
お
け
る
実
験
ノ
ー
ト
の

チ
ェ
ッ
ク
、
大
学
院
特
別
講

義
の
英
語
化
と
専
門
別
体
系

化
、CITIES

な
ど
の
導
入
と

倫
理
教
育
の
充
実
化
を
行

い
、
学
位
授
与
式
で
は
毎
回

の
よ
う
に
、
学
位
論
文
と
し

て
提
出
さ
れ
たC

ell, 
Nature

な
ど
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
の
掲
載
論
文
の
筆
頭

著
書
が
学
位
記
受
領
総
代
を

務
め
る
な
ど
、
質
的
に
も
大

き
な
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、B

ro
ad 

Institute of Harvard and 
M
IT
, W
ashington 

University

（St. Louis

）, Karolinska Institute, 
Gladstone Institute, Buck 
Institute of Aging

な
ど
の

世
界
のTop Institute

と
医

学
部
・
医
学
研
究
科
の
連
携

協
定
を
結
び
、
大
学
院
生
の

武
者
修
行
の
場
が
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
塾

の
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル

事
業
を
活
用
し
、
海
外
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
を
特

別
招
聘
教
授
と
し
て
お
招
き

し
、
大
学
院
生
の
指
導
や
学

位
審
査
に
携
わ
る
機
会
を
構

築
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
入
学
志
願
者
の

減
少
が
続
い
た
修
士
課
程
に

つ
き
ま
し
て
も
、
経
営
管
理

研
究
科
や
政
策
・
メ
デ
ィ
ア

研
究
科
に
も
大
き
く
協
力
い

た
だ
き
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
育
成
コ
ー
ス
と
い
う
新
し

い
コ
ー
ス
を
２
０
２
０
年
度

入
学
者
よ
り
始
め
る
こ
と
に

し
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
本
コ
ー
ス
も
お
か

げ
さ
ま
で
非
常
に
多
く
の
方

々
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
も
っ

とbrush up

し
、
国
際
的
に

も
魅
力
的
な
大
学
院
に
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
大
学
院
生
の
専

修
医
や
初
期
研
修
医
と
の
両

立
を
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う

に
管
理
・
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き

か
？
さ
ら
に
は
、MD-PhD

コ
ー
ス
を
如
何
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
さ
せ
る
か
？
な
ど
の
山

積
す
るIssues

に
つ
い
て

も
、
課
題
解
決
に
向
け
最
大

限
の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

病
院
長
就
任
の
挨
拶

医
学
研
究
科
委
員
長
就
任
の
挨
拶

医
学
部
長
就
任
の
挨
拶

　
令
和
元
年
10
月
1
日
よ
り
、
医
学
部
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
、
大
学
院
医

学
研
究
科
に
お
い
て
新
し
い
執
行
部
が
発
足
。
新
執
行
部
の
体
制
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
医
学
部
長
、
病
院
長
、
医
学
研
究
科
委
員
長
の
就
任
挨
拶
を

掲
載
し
ま
す
。

（医療安全（管理、教育）、臨床研究
監理、診療録管理監査担当）

（臨床研究（推進、支援、連携）、
ゲノム医療担当）

（医師労務管理・働き方改革推
進担当）

（病院運営（入院、救急、手術）、国
際関連（東京2020対応）担当）

（医療安全、患者サービスを中心と
した「病院機能評価」改善推進担当）

（医療情報システム、AIホス
ピタル構想推進担当）


